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1. はじめに
我が国の大学生で不登校となっているものの多くは

ニートになってしまう．ニートのうち 37．1％に不登校
経験があり,　大学進学者の 25．8％に不登校経験があ
るという調査結果がある [1]．加藤らは，不登校生徒を対
象として，電子メディアを用いたカウンセリングについ
て分析している [2]．渡部らは，情報通信技術を使った不
登校への支援システムを提案している [3]．しかし，いっ
たん不登校状態に陥ってしまった学生を，再び登校させ
るには多大な労力が必要である．これまで，学生が不登
校になることを未然に防ぐ方法については，あまり研究
されていない．本論文では，学生が不登校になることを
未然に防ぐ手法を提案する．

2. 不登校学生の検出と鍛錬
不登校・引きこもりの学生に対しての対処法として,

　スクール・カウンセラが悩んでいる学生の相談にのり,
　学生が不登校状態に陥ることの予防,　並びに不登校
状態の改善に努めている．しかし，カウンセラが対応す
る学生は，不登校ぎみの学生，不登校の学生，さらには，
引きこもりの学生の全員である．カウンセラは，カウン
セリングを必要とする学生が圧倒的に少なく，学生ひと
りひとりに目を配ることは不可能に近い．また，カウン
セラができるのは相談や助言で，不登校の症状を改善す
るには学生自身の努力が不可欠である．しかし学生が，
相談や助言を参考にして現状を改善しようと努力してい
るかを確認することは不可能である．
以上の問題を解決するためには，不登校ぎみな学生を

もれなく抽出すること，それら学生が時間割にしたがい
教室で授業を受けていることを確認すること．そして，
それができない学生の意志力を鍛えることを自動化する
ことを実現する必要がある．

3. 不登校兆候の発見と学生の意識付け
3.1 ハードル行動による見守り
本研究は，学生の登校状況の確認を自動化し，カウン

セラーが学生の意志力を鍛える活動を支援し，その負荷
を大幅に軽減する．本研究では，対象者がそれなりの努
力をすれば達成できる行動をハードル行動と定義する．
不登校・引きこもりの状態に陥りそうな不登校ぎみの学
生に対して，本手法はハードル行動を提案する．本手法
は，学生がハードル行動を実施しているかを見守り，そ
の結果により学生をランキングする．学生は，ハードル
行動に取り組み，乗り越えていくことで忍耐力を鍛える．
本手法は，その努力を評価することで対象学生を意識付
ける．
提案手法の概要を図 1に示す．提案手法は，学生の多

くが所持しているスマートフォンと，脈拍を測定するウェ
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図 1: 手法概要図

アラブル・センサを使用する．
提案手法は，以下の 3つのステップからなる．

1. ハードル行動の実施状況のモニタリング

2. 評価とランキング

3. 対象学生の意識力の醸成

本手法は，ランキング結果を対象学生に提示する．こ
れにより，学生を意識付けることで不登校の症状を改善
する．学生はランキングを認知し，他者と比較競争する
ことで自分の意志力向上を図る．
提案手法で改善が望めない学生をスクールカウンセラ

がカウンセリングする．この手法により，不登校の兆候
がみられる学生の見落としを防ぐ．また，カウンセリン
グを必要とする学生にカウンセラの労力を集中させるこ
とができる．

3.2 ハードル行動提案
本手法は学生にハードル行動を提案し，すべての学生

から不登校気味の学生を絞り込む．ハードル行動の例と
しては，「学校に行きませんか？」「授業を１コマ受けま
せんか？」などが考えられる．提案手法はすべての学生
に登校を促し，学生が決められた時間に大学内の決めら
れた場所に向かっているかをスマートフォンの GPS機
能により確認する．
学生が精神的圧迫を感じているかを測定する．ハード

ル行動により精神的な圧迫を感じる学生は，不登校の
徴候があるといえる．精神的圧迫を受けているときと受
けていないときでは，就寝時の脈拍に差異が生まれる．
ハードル行動提案後の就寝時の脈拍のデータを取得する
ため，ハードル行動の提案は就寝前に行う．

3.3 ハードル行動実施のモニタリング
ハードル行動の実施状況をモニタリングする．ハード

ル行動提案後の睡眠時の脈拍，登校時の GPSログ，授
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業時の脈拍を使用する．脈拍は腕時計のような計測器を
使用する．就寝前にハードル行動を提案された学生が，
精神的な圧迫を受けるかどうかを，就寝時の脈拍の変化
により調べる．
健常者が睡眠をとると，副交感神経が優位になり，血

圧の下降，脈拍の低下が起こり，睡眠中はノンレム睡眠
とレム睡眠が規則的（約 90分周期）に変動する．睡眠す
る前になんらかの精神的圧迫を受け興奮状態で睡眠に入
ると，副交感神経が優位になる（血圧が低下し，リラッ
クス状態になる）まで時間がかかる．またノンレム睡眠
とレム睡眠の変動も不規則になる．
GPSログは対象者本人のスマートフォンにアプリを

インストールして収集する．GPSログより，対象者が，
時間割に決められた時刻に，決められた建物に滞在する
かを計測する時間割どうりに受講していても，授業に集
中していなければ意味が無い．本研究では，受講中の脈
拍を測定することにより，居眠りをせず受講しているか
を調べる．

3.4 評価とランキング
モニタリングで取得したデータを評価する．脈拍は

データをグラフ化し，良好とされる脈拍グラフのテンプ
レートと，そうでない脈拍グラフのテンプレートの二種
と対象者の脈拍グラフを比較し，どちらにより近いかで
評価する．睡眠時の安定性は，熟睡時のテンプレート・
グラフと，そうでないときのテンプレート・グラフのそ
れぞれに，ハードル行動提案後の対象者の睡眠時のグラ
フを比較して判断する．授業時に集中しているかどうか
を，あらかじめ計測しておいた集中時のグラフと集中し
ていないときのグラフの二種と，授業時の脈拍計測デー
タを比較して判断する．GPSログは登校経路と登校にか
かった時間で評価する．登校経路は，寄り道をしていな
いという観点から，最短であるほどよい．登校にかかっ
た時間が短ければ，登校に対して積極的であるとして評
価する．かかった時間が平均値より遅すぎれば減点する．
寄り道した場合や途中で登校をやめた場合も検知する．
評価結果をクラウドにのせる．クラウド上で多くの学

生の結果を集計し，対象学生をランク付けする．

3.5 認知
一般に，人間は他者との比較により，苦しいことに挑

戦する意欲を持つことができる．努力をしている者は，
他者に勝っていることで自信をもち，挑戦により積極的
になる．怠けているものは，自らよりも劣っている者が
少ないと危機感を募らせ，苦しいことに挑戦する．
本手法は，ランキング結果を，対象学生のスマートフォ

ンに送信し，結果を伝える．これにより対象学生は自身
が全国の不登校の兆候をもつ学生と比べて，どの程度に
位置付けられるかを知る．自身に対する客観的評価と他
の学生の評価を比較できる．上記により，努力している
学生は，自身が「どれほど努力したか」を知ることがで
き，ユーザの自信につながる．一方で，努力を怠ってい
る学生には，危機感を持たせることができる．

4. 予備実験
ストレスが睡眠時の脈拍に与える影響を調べるために，

1名の学生の睡眠時の脈拍がストレスの有無によりどの
ように違うかを，腕時計型の脈拍計で測定した．ストレ

スがかかるイベントの予定が翌日にある場合とない場合
での睡眠時における脈拍を午前 1時から 6時まで測定し
た．図 2図 3の横軸は時刻，縦軸は脈拍数である．スト
レスがない熟睡時には，図 2のようにノンレム睡眠とレ
ム睡眠が交互に現れている．一方でストレスのため熟睡
できないときは，図 3のように，ノンレム睡眠に入るま
でに時間がかかり，2種類の睡眠が交互に表れていない．
これらのデータからストレスの有無により就寝時の脈拍
に差異があることがわかる．

図 2: 熟睡時の脈拍

図 3: 熟睡できていない時の脈拍

5. おわりに
本論文では，スマートフォンと腕時計型脈拍センサを

用いて，不登校に陥りそうな学生見つけ，その意志力を
鍛える手法を提案した．
予備実験より，就寝時の脈拍から就寝前にストレスを

感じているかを判別できる可能性を得た．．今後，学生
から授業時の脈拍，登校時の GPSログを加えた３つの
データを分析し，学生を評価する．
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